別記様式第４号（浜中町景観条例施行規則　第４条関係）

（１）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書
	
	※受付番号
	

	行為の場所
	

	□建築物
□工作物
□開発行為
□その他
	　 新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□修繕
□ 又は □ 増築 □ 改築 □ 移転 □ 外観の変更　　　□模様替
　 新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□色彩の変更



　【建築物又は工作物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	位 置 ･ 配 置
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□景観上重要な山地、海岸、河川、湖沼、農地、歴史的・文化的遺産等の地域の良好な景観資源に対して、周辺からの眺望に配慮した位置・配置とすること。
□高さは、原則として 13m を超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	
	規模
	□地域の特性や周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みや周辺景観との調和に配慮した規模とすること。
□景観上重要な山地、海岸、河川、湖沼、農地、歴史的・文化的遺産等の地域の良好な景観資源に対して、周辺からの眺望に配慮した規模とすること。
	

	形態・意匠
	形態意匠
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した形態意匠とすること。全体としてまとまりのある形態意匠とすること。
□オイルタンクや室外機など、建築物に附属する設備等は、可能な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫をすること。
	




（２）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	形態意匠（続き）
	色彩
	□多くの色彩やアクセント色を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
	

	敷地の外構・その他
	修景
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	




（３）
	敷地の外構・その他
	太陽電池発電設備
	位置・配置・規模
□やむを得ず設置する場合は、道路や展望地から望見できる場所の設置は避けること。
□太陽電池発電設備の地上からの高さは５m を超えないこと。かつ、地上部分の水平投影面積の和も1,000㎡を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の水平投影外周線で囲まれる土地の勾配は30%を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の地上部分の水平投影外周線を敷地境界線から５ｍ以上後退させること。
□太陽電池モジュールの反射光を抑える工 夫をすること。
□施設の規模や地形等に応じ、太陽電池モジュールを分散配置とすること。

修景・緑化
□フェンス等は、圧迫感を与えないよう道路 等境界線から適切な後退距離を設ける。
□道路や展望地から容易に望見できないよ う、道路等と太陽電池発電設備の間は植栽し、人工物（土台や支柱を含む）の存在感を軽減させる工夫をすること。
□支障木の伐採は僅少におさえること。
□送電線網はなるべく地中化を図ること。
□太陽光発電設備が汚損、破損した場合、必要性がなくなった場合は、設置者が速やかに撤去又は補修等すること。また、解体又は撤去する場合は、現地産樹木と同種の樹木等により当該敷地を修景緑化すること。
	






















（４）

　【開発行為】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・規模
	位置
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置とすること。
□景観上重要な山地、海岸、河川、湖沼、農地、歴史的・文化的遺産等の地域の良好な景観資源に対して、周辺からの眺望に配慮した位置とすること。

	

	
	規模
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した規模とすること。
□景観上重要な山地、海岸、河川、湖沼、農地、歴史的・文化的遺産等の地域の良好な景観資源に対して、周辺からの眺望に配慮した規模とすること。

	

	形状・緑化等
	形状
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した形状とすること。
	

	
	資源の保全
	□開発区域内にある河川、水辺、表土等は可能な限り保全し、活用すること。
	

	
	緑化
	□開発区域内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	



　注１　※印欄は、記入しないこと。
　　２　「配慮事項」欄は、当該事項について配慮した場合に、□内にレ印を付すこと。
　　３　「対応状況の説明」欄は、配慮事項に具体的にどのように対応したかを記載すること。
（日本工業規格Ａ４）　



[bookmark: _Hlk159492626]別記様式第４号の２（浜中町景観条例施行規則　第４条関係）

（１）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書
（湿原・海岸景観形成重点区域用）
	
	※受付番号
	

	行為の場所
	

	□建築物
□工作物
□開発行為
□その他
	　 新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□修繕
□ 又は □ 増築 □ 改築 □ 移転 □ 外観の変更　　　□模様替
　 新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□色彩の変更



[bookmark: _Hlk159491666]　【建築物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□湿原景観、海岸景観などの良好な景観が見渡せる眺望点から、その眺望を妨げない位置及び規模とすること。

	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	外壁・壁面
	□道路等の公共空間に面する壁面は、分節化や陰影処理等を行うことにより、単調な平滑面とならないようにすること。
	



（２）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	形態意匠（続き）
	屋根形状
	□適度な勾配を有するものとし、周辺の景観と調和した形態とするよう努めること。
	

	
	付帯設備・付属建物
	□オイルタンクや室外機など、建築物に附属する設備等は、可能な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫をすること。
	

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築 物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	


（３）
　【工作物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□湿原景観、海岸景観などの良好な景観が見渡せる眺望点から、その眺望を妨げない位置及び規模とすること。

	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	圧迫感の軽減
	□柵や擁壁等の高さは、５mを超えないものとすること。ただし、機能上やむを得ない場合は、設置と合わせて植栽などによる緑化すること。
□擁壁は分節化等を行うことにより、長大で単調な平滑面とならないようにすること。
	





（４）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
□けばけばしい色彩の範囲は、湿原・海岸景観形成重点区域（建築物）【屋根】と同様の基準とする。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	





（５）
	敷地の外構・その他
	太陽電池発電設備
	位置・配置・規模
□やむを得ず設置する場合は、道路や展望地から望見できる場所の設置は避けること。
□太陽電池発電設備の地上からの高さは５m を超えないこと。かつ、地上部分の水平投影面積の和も1,000㎡を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の水平投影外周線で囲まれる土地の勾配は30%を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の地上部分の水平投影外周線を敷地境界線から５ｍ以上後退させること。
□太陽電池モジュールの反射光を抑える工 夫をすること。
□施設の規模や地形等に応じ、太陽電池モジュールを分散配置とすること。

修景・緑化
□フェンス等は、圧迫感を与えないよう道路 等境界線から適切な後退距離を設ける。
□道路や展望地から容易に望見できないよ う、道路等と太陽電池発電設備の間は植栽し、人工物（土台や支柱を含む）の存在感を軽減させる工夫をすること。
□支障木の伐採は僅少におさえること。
□送電線網はなるべく地中化を図ること。
□太陽光発電設備が汚損、破損した場合、必要性がなくなった場合は、設置者が速やかに撤去又は補修等すること。また、解体又は撤去する場合は、現地産樹木と同種の樹木等により当該敷地を修景緑化すること。
	





（６）
　【開発行為】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・規模・高さ
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・規模・高さにすること。
□木竹の伐採は、その目的に応じ、必要最小限の規模とすること。
	

	形状・資源の保全・緑化
	形状
	□地域の特性や周辺環境との調和に配慮した形状とすること。
□道路の境界付近の木竹は、保存すること。
	

	
	資源の保全
	□開発区域内にある河川、水辺、表土等は可能な限り保全し、活用すること。
□樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合には、保存又は移植による活用を図ること。
	

	
	緑化
	□開発区域内の既存の樹木は、可能は限り保全し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、伐採後の跡地を行為後の土地利用に応じ、周辺の自然植生と調和するよう緑化すること。
	



　注１　※印欄は、記入しないこと。
　　２　「配慮事項」欄は、当該事項について配慮した場合に、□内にレ印を付すこと。
　　３　「対応状況の説明」欄は、配慮事項に具体的にどのように対応したかを記載すること。
（日本工業規格Ａ４）　


別記様式第４号の３（浜中町景観条例施行規則　第４条関係）
　
（１）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書
（酪農景観形成重点区域用）
	
	※受付番号
	

	行為の場所
	

	□建築物
□工作物
□開発行為
□その他
	　 新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□修繕
□ 又は □ 増築 □ 改築 □ 移転 □ 外観の変更　　　□模様替
　 新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□色彩の変更



　【建築物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	
	位置（壁面の後退）
	□道路等の公共空間に面する壁面位置は、敷地境界からできる限り後退し、ゆとりある空間を創出すること。
□隣地境界からできる限り離し、隣地相互においてゆとりある空間を確保すること。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	外壁・壁面
	□道路等の公共空間に面する壁面は、分節化や陰影処理等を行うことにより、単調な平滑面とならないようにすること。
	



（２）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	形態意匠（続き）
	屋根形状
	□適度な勾配を有するものとし、周辺の景観と調和した形態とするよう努めること。
	

	
	付帯設備・付属建物
	□オイルタンクや室外機など、建築物に附属する設備等は、可能な限り目立たない 位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫をすること。
	

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	


（３）
　【工作物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□湿原景観、海岸景観などの良好な景観が見渡せる眺望点から、その眺望を妨げない位置及び規模とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	圧迫感の軽減
	□柵や擁壁等の高さは、５mを超えないものとすること。ただし、機能上やむを得ない場合は、設置と合わせて植栽などによる緑化すること。
□擁壁は分節化等を行うことにより、長大で単調な平滑面とならないようにすること。
	





（４）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
□けばけばしい色彩の範囲は、湿原・海岸景観形成重点区域（建築物）【屋根】と同様の基準とする。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	





（５）
	敷地の外構・その他
	太陽電池発電設備
	位置・配置・規模
□やむを得ず設置する場合は、道路や展望地から望見できる場所の設置は避けること。
□太陽電池発電設備の地上からの高さは５m を超えないこと。かつ、地上部分の水平投影面積の和も1,000㎡を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の水平投影外周線で囲まれる土地の勾配は30%を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の地上部分の水平投影外周線を敷地境界線から５ｍ以上後退させること。
□太陽電池モジュールの反射光を抑える工 夫をすること。
□施設の規模や地形等に応じ、太陽電池モジュールを分散配置とすること。

修景・緑化
□フェンス等は、圧迫感を与えないよう道路 等境界線から適切な後退距離を設ける。
□道路や展望地から容易に望見できないよ う、道路等と太陽電池発電設備の間は植栽し、人工物（土台や支柱を含む）の存在感を軽減させる工夫をすること。
□支障木の伐採は僅少におさえること。
□送電線網はなるべく地中化を図ること。
□太陽光発電設備が汚損、破損した場合、必要性がなくなった場合は、設置者が速やかに撤去又は補修等すること。また、解体又は撤去する場合は、現地産樹木と同種の樹木等により当該敷地を修景緑化すること。
	





（６）
　【開発行為】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・規模・高さ
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・規模・高さにすること。
□木竹の伐採は、その目的に応じ、必要最小限の規模とすること。
	

	形状・資源の保全・緑化
	形状
	□地域の特性や周辺環境との調和に配慮した形状とすること。
	

	
	資源の保全
	□開発区域内にある河川、水辺、表土等は可能な限り保全し、活用すること。
	

	
	緑化
	□開発区域内の既存の樹木は、可能は限り保全し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	



　注１　※印欄は、記入しないこと。
　　２　「配慮事項」欄は、当該事項について配慮した場合に、□内にレ印を付すこと。
　　３　「対応状況の説明」欄は、配慮事項に具体的にどのように対応したかを記載すること。
（日本工業規格Ａ４）　


別記様式第４号の４（浜中町景観条例規則　第４条関係）

（１）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書
（森林景観形成重点区域用）
	
	※受付番号
	

	行為の場所
	

	□建築物
□工作物
□開発行為
□その他
	　 新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□修繕
□ 又は □ 増築 □ 改築 □ 移転 □ 外観の変更　　　□模様替
　 新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□色彩の変更



　【建築物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	
	位置（壁面の後退）
	□道路等の公共空間に面する壁面位置は、敷地境界からできる限り後退し、ゆとりある空間を創出すること。
□隣地境界からできる限り離し、隣地相互においてゆとりある空間を確保すること。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	外壁・壁面
	□道路等の公共空間に面する壁面は、分節化や陰影処理等を行うことにより、単調な平滑面とならないようにすること。
	


（２）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	形態意匠（続き）
	屋根形状
	□適度な勾配を有するものとし、周辺の景観と調和した形態とするよう努めること。
	

	
	付帯設備・付属建物
	□オイルタンクや室外機など、建築物に附属する設備等は、可能な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫をすること。
	

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築 物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	


（３）
　【工作物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□湿原景観、海岸景観などの良好な景観が見渡せる眺望点から、その眺望を妨げない位置及び規模とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	圧迫感の軽減
	□柵や擁壁等の高さは、５mを超えないものとすること。ただし、機能上やむを得ない場合は、設置と合わせて植栽などによる緑化すること。
□擁壁は分節化等を行うことにより、長大で単調な平滑面とならないようにすること。
	





（４）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの 立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
□けばけばしい色彩の範囲は、湿原・海岸景観形成重点区域（建築物）【屋根】と同様の基準とする。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	





（５）
	敷地の外構・その他
	太陽電池発電設備
	位置・配置・規模
□やむを得ず設置する場合は、道路や展望地から望見できる場所の設置は避けること。
□太陽電池発電設備の地上からの高さは５m を超えないこと。かつ、地上部分の水平投影面積の和も1,000㎡を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の水平投影外周線で囲まれる土地の勾配は30%を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の地上部分の水平投影外周線を敷地境界線から５ｍ以上後退させること。
□太陽電池モジュールの反射光を抑える工 夫をすること。
□施設の規模や地形等に応じ、太陽電池モジュールを分散配置とすること。

修景・緑化
□フェンス等は、圧迫感を与えないよう道路 等境界線から適切な後退距離を設ける。
□道路や展望地から容易に望見できないよ う、道路等と太陽電池発電設備の間は植栽し、人工物（土台や支柱を含む）の存在感を軽減させる工夫をすること。
□支障木の伐採は僅少におさえること。
□送電線網はなるべく地中化を図ること。
□太陽光発電設備が汚損、破損した場合、必要性がなくなった場合は、設置者が速やかに撤去又は補修等すること。また、解体又は撤去する場合は、現地産樹木と同種の樹木等により当該敷地を修景緑化すること。
	





（６）
　【開発行為】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・規模・高さ
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・規模・高さにすること。
□木竹の伐採は、その目的に応じ、必要最小限の規模とすること。
	

	形状・資源の保全・緑化
	形状
	□地域の特性や周辺環境との調和に配慮した形状とすること。
	

	
	資源の保全
	□開発区域内にある河川、水辺、表土等は可能な限り保全し、活用すること。
	

	
	緑化
	□開発区域内の既存の樹木は、可能は限り保全し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	



　注１　※印欄は、記入しないこと。
　　２　「配慮事項」欄は、当該事項について配慮した場合に、□内にレ印を付すこと。
　　３　「対応状況の説明」欄は、配慮事項に具体的にどのように対応したかを記載すること。
（日本工業規格Ａ４）　


別記様式第４号の５（浜中町景観条例規則　第４条関係）

（１）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書
（市街地景観形成重点区域用）
	
	※受付番号
	

	行為の場所
	

	□建築物
□工作物
□開発行為
□その他
	　 新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□修繕
□ 又は □ 増築 □ 改築 □ 移転 □ 外観の変更　　　□模様替
　 新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□色彩の変更



　【建築物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	
	位置（壁面の後退）
	□道路等の公共空間に面する壁面位置は、敷地境界からできる限り後退し、ゆとりある空間を創出すること。 
□隣地境界からできる限り離し、隣地相互においてゆとりある空間を確保すること。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。

	

	
	外壁・壁面
	□道路等の公共空間に面する壁面は、分節化や陰影処理等を行うことにより、単調な平滑面とならないようにすること。
	



（２）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	形態意匠（続き）
	屋根形状
	□適度な勾配を有するものとし、周辺の景観と調和した形態とするよう努めること。
	

	
	付帯設備・付属建物
	□オイルタンクや室外機など、建築物に附属する設備等は、可能な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫をすること。
	

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	


（３）
　【工作物】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置・規模
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
□湿原景観、海岸景観などの良好な景観が見渡せる眺望点から、その眺望を妨げない位置及び規模とすること。
	

	
	高さ
	□原則として10mを超えないようにすること。やむを得ない事情により基準値を超える場合は、景観への影響を軽減させるため、特に色彩や形態に配慮するなどの必要な措置を行うこと。
	

	形態意匠
	周辺との調和
	□周辺の景観と調和した形態意匠とするようにすること。増築や改修等の行為を行う場合は、既存部分の景観改善も行うようにすること。
	

	
	圧迫感の軽減
	□柵や擁壁等の高さは、５mを超えないものとすること。ただし、機能上やむを得ない場合は、設置と合わせて植栽などによる緑化すること。
□擁壁は分節化等を行うことにより、長大で単調な平滑面とならないようにすること。
	





（４）
	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	色彩
	周辺との調和
	□敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調の調和に配慮すること。
□多くの色彩やアクセントとなる色彩を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
	

	
	色彩の範囲
	□建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物等本体のいずれかの立面（建築物の１つの面における鉛直投影面積）で、当該立面の面積の1/5を超えないこと。
□けばけばしい色彩の範囲は、湿原・海岸景観形成重点区域（建築物）【屋根】と同様の基準とする。
	

	素材
	周辺との調和
	□敷地内は、周辺環境と調和を図り、可能な限り修景を行うこと。特に、道路等の公共空間に面した空間は、街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
	

	
	経年変化
	□屋根及び外壁等は、経年変化による質の低下の少ない素材を用いること。
	

	
	反射
	□鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわたって使用しないこと。
	

	敷地の外構・その他
	緑化
	□敷地内の既存の樹木は、可能な限り保存し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	

	
	堆雪スペース
	□堆雪スペース等の設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの施設と周辺景観との調和にも配慮すること。
	





（５）
	敷地の外構・その他
	太陽電池発電設備
	位置・配置・規模
□やむを得ず設置する場合は、道路や展望地から望見できる場所の設置は避けること。
□太陽電池発電設備の地上からの高さは５m を超えないこと。かつ、地上部分の水平投影面積の和も1,000㎡を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の水平投影外周線で囲まれる土地の勾配は30%を超えないようにすること。
□当該太陽光発電設備の地上部分の水平投影外周線を敷地境界線から５ｍ以上後退させること。
□太陽電池モジュールの反射光を抑える工 夫をすること。
□施設の規模や地形等に応じ、太陽電池モジュールを分散配置とすること。

修景・緑化
□フェンス等は、圧迫感を与えないよう道路 等境界線から適切な後退距離を設ける。
□道路や展望地から容易に望見できないよ う、道路等と太陽電池発電設備の間は植栽し、人工物（土台や支柱を含む）の存在感を軽減させる工夫をすること。
□支障木の伐採は僅少におさえること。
□送電線網はなるべく地中化を図ること。
□太陽光発電設備が汚損、破損した場合、必要性がなくなった場合は、設置者が速やかに撤去又は補修等すること。また、解体又は撤去する場合は、現地産樹木と同種の樹木等により当該敷地を修景緑化すること。
	





（６）
　【開発行為】

	行為の
種類
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・規模・高さ
	眺望の確保
	□地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・規模・高さにすること。
□木竹の伐採は、その目的に応じ、必要最小限の規模とすること。
	

	形状・資源の保全・緑化
	形状
	□地域の特性や周辺環境との調和に配慮した形状とすること。
	

	
	資源の保全
	□開発区域内にある河川、水辺、表土等は可能な限り保全し、活用すること。
	

	
	緑化
	□開発区域内の既存の樹木は、可能は限り保全し、又は移植することとし、やむを得ず伐採する場合は、補植や緑化に配慮すること。
	



　注１　※印欄は、記入しないこと。
　　２　「配慮事項」欄は、当該事項について配慮した場合に、□内にレ印を付すこと。
　　３　「対応状況の説明」欄は、配慮事項に具体的にどのように対応したかを記載すること。
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